
「研究論文」

放送教育を使った映像教材の制作について

I はじめに

中川 泰(長崎大学教育学部)

昆 正子(長崎玉成短期大学)

幼稚園 ・保育所の指導者には 「何が問題なのか」 とい う課題設定、 「こうあり

たい」 というビジョン、解決するための表現が要求される。それらを身につける

ために映像教材を活用したワーク ショップ[註 11とオリ ジナノレ映像教材の制作

を実施 Lてきた。 これらは学生のコ ミュニケーションカとプレゼンテーシ ョンカ

と企画カを総合的に培うことができる。また、二大学問交流[註 21を積極的に

進めることで、双方の授業効果を高めることができる。

長崎大学(以下長大)と長崎玉成短期大学(以下玉大)の二大学問でi車傍する

ことで、 NHK放送教育番組の 『つ くってワクワク』をモデルにしたオリ ジナル

映像教材の制作を進めた。その流れは r(1)長大でのオリ ジナノレ映像教材の制

作 ( 2 )玉大での長大生作品の鑑賞 ( 3 )玉大でのオ リジナノレ映像教材の制

作 ( 4 )長大での玉大生作品の鑑賞 ( 5 )オリジナノレ映像教材を活用した保

育実践の実施」である。 これまでの授業との違いは (2) - (4) にあり、本稿

では(3 )を中心に玉大での授業内容を分析する。 r保育者主導の子どもの製作

で大切なこと 』に対する教育実習後の玉大生の意識は以下のようにまとめ られる。

O下準備 ・環旋構成 oÞか旦令ーす-~-~ι ? . !ζ具一客室)'I，jf.主

O発達段階に合わせた計画 O及率泣J大量 三作呈

0年齢によってで者ること・ で者ないこ止 O危険な行為が予測され屯進基1三三じエ箆

主旦星主主~ A乏塗企飽家主主塗金ゑ

0笠盟星ゑ

0道亙~畳
O子どもの行動を予想する

0約束事は確認 しながら伝えてい く

0玄金之主盛主ゑ
O一人ひ止り の個人茅を考えて媛助する

O早〈作り終わった子どもへの対応を考え O子ども全体を見回りながら声かけ ・蜜助

主 主1i5
O 後片づけ ・掃除をしっかりさせる O子どもが楽 しく なるような声かけ

O壬と長室一:2の.損成長集め:IJ見開主主:9.. 0一人ひとりの作品を子ども回線から胃 て

O ~里h.支製住民興味を.tJ;走る 主主ム

O 説明り践の重"'.0>;>表現力

Ol?な里常丈史説明主土品

0失敗してもせか したり怒ったり Lない

指導計画の立案が実線部分、 子 どもに内容が伝わるよ うな導入の工夫が点線部
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分、安全面への配慮が波線部分、展開場面での子どもとの俵し方が二重線部分で

ある。

なお、教育実習前には計画した指導案を実践前に検討・修正して本番に臨むこ

とについての意識がほとんどない。これは実際の保育場面における子どものつま

ずきや具体的な援助をイメージできないことを意味する。教育実習につながる意

識の改善が重要である。

これまでの取り組みから改善の手立てとなりそうなオリジナル映像教材の制作

を玉大での授業内容を中心に分折することで、授業に役立てることができる知見

の整理を試みる。

E 目的

本研究の目的はこれまでの授業との遣いである玉大の授業に焦点をあてて、子

どもと共に学ぶことができる幼稚園 ・保育所の指導者を育成するための授業の方

向性を明らかにすることである。二大学は互いに子どものための映像教材制作と

その評価を行うが、玉大のねらいは、映像教材の制作を造形指導のロ ーノレプレイ

として位置づけ、造形指導のポイントを学生にしっかりと理解させることにある。

保育実践には絶対的な正解があるわけではないが.保育の記録と省察、経験の蓄

積によって指導の力量を繕えるようになる。経験の乏しい学生にとっては模擬保

育が最良の学習手段のーっとなりうる。今回の活動の傑子を記録することで、学

生は自己評価 ・相互評価が容易になり、自らの活動を客観的に見直すことができ

ると考える。以下は造形指導のポイントをまとめたものである。

1 I導入~制作~まとめ lの筋道を立てる

子どもの反応や行動、 遊びの発展を考え、造形表現の指導過程を構想する

2. 保育者としてあるべき婆を煮識する

明るさや笑顔など、子どもとの関わりで大切な保育者としての基本的な姿勢をとる

3 子どもにわかりやすく説明する

子どもの興味・関心、意欲を高めるような言葉の選択、表現力、活動モデルの提示な

ど、子どもに伝わるような工夫をする

4 留煮点を提示する

十分な教材研究を通 L.より良い作り方や環境構成、使用する材料 'I!l具について理

解し、安全面の配慮を考える

実施時期は平成 22 年 6 月 ~ 8 月、対象は玉大 2 年生 2 1 名である。玉大生は 2 1

名中 19 名が 2 月の幼稚園見学観察実習を終え、うち 14 名が 5 月 ~6 月に本実習

を終えている。責任実習で制作活動を行った学生は 14名中 12名であるが、全員

に子どもの制作活動の観察 ・援助の経験がある。玉大の授業の流れは以下の通り

である。

|第 1回目 実習をふり返り、造形指導で大切な視点、映像教材制作について共通理解する|
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侵業の流れ 教員の指導

0幼稚園実習後、 子どもの制作指導につい O子どもの制作指導についてふり 返りを行

て学生一人ひとりがふ り返る わせる

O各班で意見をまとめ発表する O発表内容をふまえながら造形指導のポイ

ントを提示する

o ~つくってワクワク 』 を視聴し、番組の o fつくってワクワク』を紹介し、番組の

魅力について考える 魅力を考 えさせる

O本活動のねらいである「造形指導のロー 0造形指導のロ ーノレプ レイのための映像教

ノレプレイとしての映像教材制作Jを理解 材制作へ共通理解をはかる

する 0長大生の映像教材 4作品を紹介し評価さ

O長大生の映像教材 4作品を視聴L、造形 せる

指導のポイ ントを参考に評価する 0映像教材制作の意義、注意事項を説明す

O次回からの活動内容を理解し、制作に対 る

し自分なり のイメージを もっ Oこれまでの授業で制作 した工作から 5樋

類を教員が提示する

or昆特定研究 (造形ゼミ )Jで学生 5名が

制作した撮影効果(ズームイン ・ズーム

アウ ト・映像をー且切って場面を変える)

を見せ、撮り方の工夫として参考に提示

する

第 2回目 魅力的な造形活動を考える

授業の流れ 教員の指導

0制作したい工作に分かれ、lj!を作る O作 りたい工作別に班分けをさせる

OJJIのメンパーと話し合いながら絵コ ンテ 0活動の流れをイメージするための絵コン

を作る テの作成用紙を配る

O材料 ・用具の研究を行う 0担当した工作の魅力と制作時 ・遊ぶ際の

O手分けして映像に登場する教材 ・その他 留意点を各班に考えさせる

小道具等を制作する

第 3-5回目 活動の導入~展開を シミュレーションし、ビデオ撮影を行う

授業の流れ 教員の指導

O映像に登場する教材・その他小道具等の O制作に必要な材料 ・用具を貸 しだす

制作を進め る

Oビデオ撮影を行う O必要に応 じて内容や機器の操作について

0班の仲間 どうしの話し合いのなかで絵コ 助言する

ンテを改善していく

第 6・7回目 映像教材の鑑賞 ・評価 ・省察を行い、今後の保育につなげる

授業の流れ 教貝の指導
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0映像教材を視聴し、他班を評価する

O自己評価し、今後の抱負をまとめる

皿 内容

0完成した映像教材の鑑賞会を行い、学生

の自己評価・相E評価を促す

1 実習をふり返り、造形指導で大切な視点、映像教材制作について共通理解す

る

制作にあたり、まず造形指導の 4項目を r(l)ストーリー ( 2 )祭場人物

( 3 )わかりやすい説明 (4 )留意点の提示Jに置き換え、造形指導のローノレ

プレイとオリジナノレ映像教材の制作のつながりをイメージできるようにした。さ

らに映像教材の制作であることから、 r( 5 )撮影 (6 )音楽」の 2項目を追加

し、計 6項目を映像教材の評価の視点とし、参考教材である NHK放送教育番組

の『つくってワクワク』の魅力を探った。玉大生が考えた『つくってワクワク』

の魅力をまとめると以下のようになる。

1 ストーリー

O仕組みを初めから伝えずに、まず実物を紹介し、遊んで見せ、楽しい様子を伝えた後に

作っている

Oわざと否定する役を作ることで「やってみたら楽しい!Jことを伝えている

Oスムーズな流れで導入から遊びへと展開している

O遊びを発展させている

O次回に向けて楽 Lもうとする気持ちゃ意欲をもたせている

O作品の豊富なバリエーションにより製作を楽しくしている

O作品見本が多く、遊び方などの展開も想像できるようになっている

えー羊昼ム盈

O登場人物が製作を楽しんでおり、指導する役も一緒に楽しんでいる

0他者の提案に反応している

3 わかりやすい説明

0実際に製作して見せているのでやり方がわかりやすい

Oわかり にくいところを繰り返 し確認している

0説明が会話のなかにあるので、かみくだいた言葉になっており、子どもにもわかりやす

し、

0豊かな表現力がある

O作り方を説明する時、何をどのように使うかがわかりやすい

Oいろいろな素材を使い説明している

4. 留意点の提示

。簡単な作り方になっている

O身近な物で制作している

豆~量之

-72-



0大事な止ころや綿かい部分は手元や作品をアップにしてわかりやすく している

O手元をしっかりと見ることができる

Oズームインやズームアウトの効果がある

O作品の色が遠目に映える

立-'---'主主
O楽しい効果音で盛りあげている

OBGMがあることで、製作や遊びが楽しくなる

Oでてく る事物や場面の雰囲気に合わせて音楽を変えて、おもしろさをだしている

次に長大生が制作した映像教材 4作品「と ことこサファリ Jrオリジナノレすい

ぞくかんJrびっく りふうせんJrそれゆけロケット j の分析を行った。玉大生は

長大生作品に対して『指導者であることや対象(子ども)を意識して表現する J

「話すスピードの早さや言葉遣びに気をつける Jrもっと 作り方のわかりやすい説

明を行う Jr安全面への配慮を心がける」等の具体的な改善が必要なことを指摘す

ることができた。一方、「丁寧に作られた小道具や舞台などの演出Jr子どもが喜

びそうなストーリー展開Jr音楽や撮影の工夫Jr印象的なキャラクター設定J等

に啓発され、大きな刺激を受けた。

Z 魅力的な造形活動を考える

映像教材の制作は 5分間前後の作品を各班 1作品である。これまでの授業で制

作 したものから 5作品を教員が選んだ@その中から学生が 1作品を選択すること

で斑分けの調整を行った。制作する前の段階で造形指導の評価の視点である r(1 ) 

ストーリー ( 2 )登場人物 ( 3 )わかりやすい説明 ( 4 )留意点の提示 ( 5 ) 

撮影 ( 6 )音楽j を徹底させた。

絵コンテの作成では、 担当する工作の魅力や製作上の留意点、使用する用具や

材料の理解、魅力的な映像教材とするための工夫や配慮に気を配りながら、場面

ごとのイメージをまと めさせた。次に、絵コンテをもとに、画面に登場する舞台

や小物を各自分担して制作させた。子どもの好みそうなモチーフや色合いを考え、

見る側の視覚に訴える工夫をこ らせた。子ど もにわかりやすい言葉を心がける製

作指導に とどまらず、できたおも ちゃを用い、子どもに誘いかけ るよ う、おもし

ろい遊び方も考えさせた。玉大生の斑叩lの内容をまとめると以下のよ うになる。

~I タイト ノレ 工作の主素材 遊びの形態 対象 人数

1 うきうきさかな 磁石 魚釣り 年少 4名

つり

2 すく ってさかな 紙コップ 魚釣り 年中 4名

つり

3 ロープちゃん 紐 人形遊び 年中 4名
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4 パタパタさんと 画用紙 騒動を加えて動きを楽 年長 4名

うさきち くんの しむ

おさんぽ

5 くるくるまわる 模造紙 ・クリ 777 お絵かき 年 長 5名

え イノレ

3 活動の導入~展開をシミュ レ←シヨンし 、 ビデオ撮影を行う

学生は撮影においても絵コンテをチェック ・修正し、より良い活動の流れをめ

ざした。撮影中何度もビデオを止め、改善に向けて話し合い納得い く作品になる

まで撮影し直した結果、ほとんどの斑が時間を超過したため、教員 の指導で間延

びした箇所を削る編集作業を行い、すべての作品を 7分以内におさめた。

4 映像教材の鑑賞 ・評価・省繋を行い、今後の保育につなげる

授業の第 6回目 ・第 7回目にあたるが、完成した映像教材を鑑賞した後、班で

話し合い、他班の評価を行った。忌後にまとめとして、各人が自己の作品や活動

に対する省察を、他班からの評価もふまえて行った。

5 玉大生のレポートに記述された肉容を盤理する

玉大生が記述したレポートを映像教材の評価の視点別 に内容を整理する。 「実線

①Jは学生が問題解決のために行った工夫、 f実線②j は工夫の結果、[実線③J

は感想、・学びを示している。(※波線部分は flV まとめ」での説明に関連)

(A) f(l)ス トー リー」について

0実習中に行った制作での反省点を踏まえ、どうすればもっと子どもが主体的に楽しくで

きるかを意識した。自分が実際に干!:'~ ， の前に立った時の事告考えながら 言葉使いや

表現‘表情、作品券律案 Lた①。話を試行錯誤 し、子どもが興味をもってくれる流れを

考えるのは難しかった。しかし、他のグループにも評価されているようで良かったと思

ヲ

O子ども目線で見てもわかりやすい、導入部分・展開場面を作ったので、楽しそう、やっ

てみたいと思う気持ちをひきだせるよう留意した.お且ちゃん役、 妹役やだ Lたのこと

で、話に集中しやすくなったと思う@

O導入については、子どもたちの意欲をわき立たせることができるよう物語件彩色たせて

且i組ム主阜
0-番初めの作品で子どもをひ者つけるこ Pが大事倫導入の健 L書券改めてl講じたが こ

のこ kは他の作品でも活かせる 止思った@

O初めに で~あがった作品を見せ‘ 子どもが 興味をもてるようにした白いろんなパリエ

ーションを作り全員ができあがったとこ ろで違う バ リエーションのもの を見せる とい

h 主主主主金。いきなり制作をさせるのではなく 、子ど もたちが興味を もって楽しく
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制作できるよう、なじみの動物や道具を使って説明するこ左も大切だとわかった③

(B) [(2) 登場人物Jについて

0私は綾子で楽 Lく見ることができるように意識し、作品内でユーモアやわかりやすさが

伝わるように、途中で留意点を話す近所の夫婦を登場させた①。しかしそれはおもしろ

さやインパクトを意識するあまり、 Iこの点に気をつけるんだけという、王よ.h22.翠

解には漬かったかな止思った(B。簡単な動き士言葉で表現し、ひきつける技術を考えた

ビ金
O子どもが集中して見るような工夫を考え、うさぎの着ぐるみ券信った①のは良かったが、

うさぎに注目 Lてあまり作品の紹介にならなかった F思う⑦

0幼児向 けの教材ということで、出演者の身なりや子どもが理解しやすい内容にするとい

うことを意識した。時計、アクセサリー、つけ爪などの余計なもの#はずし、メンパー

の服装はお繍いのポロシャツで統ー した①

O言葉をは舎はき k話そう止した①が実際にやってみると恥しさがあり、思うように話せ

主主♀主a
O登場人物に役割をつけたり、変化をつけたりした方が良いという評価がゑュ主主ふ主魁

に配慮すべきだったと思った

O表情一つでいろいろな査現がで告るので、今回のように笑顔を忘れずに子rもに接した

じ金

Oこれからは、はきはきと 話し、子どもに楽 Lんでもらえるような雰開気作りを忘れずに

実習に臨みたい③

0初めは慣れないこともあり、うまくいかないことだらけだったが、何回も練習 Lていく

Q2うちに、笑顔で言葉に表現をつけて話すことができた@

(C) [(3) わかりやすい説明Jについて

0一番大変だったのはセリフ作りだった。実際にセリフを言ってみると不自然な会話にな

って Lまった。だから一つひとつのシーンをもっと理解する①ことで、なんとかセリフ

を工夫しようとした

O説明はなるべく ゆっくりはっ，;，りI:lた口調で一つひとつを確認しながらした①

O意識した点は子どもにわかりやすく伝えること。作品作り で切るところを7 ーカーでわ

かりやすくした①こと。言葉の壷現に気がつけたのこと

0子どももわかりやすい説明で作業を進めていった。クリップをつけた後に、どこに クリ

ップ宇つけたかを指で示l.紐を巻くところは口で「グノレグル!と言って簡単に作れる

ということを意識できるようにしたの

O見る人lこ作り方がわかりやすくなるような説明を心がけ、ゆっ〈り簡単な言葉で言うよ

之 I~ム主阜が、そのために撮&j時間が長くなってしまった@。閣き手にわかりやすく、

スムーズに伝えることはとても大切であると思ったが、難しいトも感じた①。 飽金之

ノレープからの評価で、「詳しb虫担当ュエ主主旦主主主こヱ却よ良之主良之主主工ユ主
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O一つひkつの作業を先生役が行った後、子ども役がもう一回同 じことを繰り返し行った

@のでわかりやすくて良かったという意見がだされた a 良かったと思う

O子どもにわかりやすいよう にと思っていて も、実際にする k鑑しいと実感した@。わか

りやすく線をひき、 Iこういうふうに・!と 言っていたつもりだったが、 他のグループ

のコメン トで、rNG用語だと思う lという 意見方川、くつかでた

O子どもが I作りたいJと意欲をもてるように楽しそ うな会話争入れ、あまり難 しい言葉

は使わず‘簡単に楽しめるように作り方の説明.セリフを考虚した①。住ゑ!2l主血且I~

できても‘それを子どもに伝える、伝えながι作り方の説明をしていく!:-いうのが!:-て

も離しいこkだ在感じた@

O他の班の費見から、子どもには少し麗しい言葉が多かったと気づけた

Oこのような活動をさせる場合、どうしたら手!:-'*，に伝わりやすいのかtいうのが少し理

盤エ主主a
O自分たちは理解しているからすぐできると思っていても、 相手には全く伝わらないこと

もあるということを学べたので‘誰にでもわかるような声かけな Y争もっ土 身につけて

現場で活かしていきたい@

(D) r(4) 留意点の提示1について

Oハサミの使い方など製作するのに必要な こk争しっかり 映像を見ている人に伝えるこ

主主エ主主~と恩う
Oハサミの使い方にしても.勝手にできると決めつけず、きちんと 説明 ~tc 方が畠い!:-.\\"

之主企

Oハサミの危ない使い方を言う時に、ジェスチャーで表現した①ので、わかりやすかった

かと思う

O子どもを指導する時は、 導入、展開も大事だけ ど、 制作一つひ止つに対しての留意点が

すご く大事で忘れてはいけない左患った@。他のIJIに I失敗をあえて見せる l工夫があ

ったn しかしそうならないための鋭明も加えていて良い伝え方だと患った B 勉強になっ

主

映像教材の特徴である“r( 5 )撮影Jについて"、“r( 6 )音楽」について"は、

学生の制作への意欲づけになったが、 演出にカを入れたため、多くの斑が授業内

で仕上げる ことができなかったこともあり 、整理する内容から除外する。

最後に「教材研究Jr仲間止 の協働・相互評価jに関する記述を整理する。 f教材研究j

のところの下線部分、I実線①」は学生が問題解決のために行った工夫、 I実線②J

は工夫の結果、 「実線③j は感想・学びを示している。(※波線部分は rw まと

め」での税明に関連)

(E) r教初研究』について

O魚釣りの雰囲気がでるように海を表現したかったがとても難しかった@，なかなか納得
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のいく海を作ることができなかったけれど、いろいろな材料を試 し⑦、ビニールテープ

と画用紙で表理することがで告た⑦

0魚を紙コップで作る時、初めは主2よネ」こ切ると魚らしく見えるかなどグループで悩ん

主主立Ji.ゑュ1;.。最後は、タコや長靴、いろいろな魚を作るこ tがで者て良かった 1::.¥現

主金

Oスト ローをもち、左右に振ることで、 ロープで作った手足が福れて動物が動いている動

作になるおもちゃだということをわかりやすく主張 Lたかったので、 「うさぎとカメ l

の物語を使って遊び方争指導 Lた(i)

Oただ魚を釣るだけではなく、なぜ磁石とクリップはくっつくのかなr、もう少しうまく

表現できていたら、「磁石ってすごい lなど磁石への興味がも っとでたのではないかと

墨ユ主金

( F) r仲間との協働・相互評価Jについて

0全員が役を担い、まさに協同制作を完成させ、楽しい雰囲気の中で苦がなく制作できた

ことが一番良かった。いつも は一人で設定等の計画を立てるけれど、今回は 4人で様々

な人の考えがあった。いろいろな気づきができて、自分になかったような考えも今度の

ヒントになった.また、映像にすることで、自分のくせなどにも気づけ、改善につなげ

ていきたいと思った。みんなで一つの作品を作りあげる協同制作から、同じ目標に向か

う仲間の存在や達成感を改めて感じることができた。この経験をこれからの強みにして

いきたい

0制作によって、導入の大切さがも っと理解でき、 みんなと協力することによ って味わう

楽しさ、また どう 作ったらわかりやすく伝わるかを知ることができ た。これから保育所

の実習が始まったら、この制作活動で学んだこ とを活かし、 他の人から良いところをも

らって、さらにもっと子どもが興味をもてるような導入、展開を工夫 しながらやってみ

たいと思う 。

O 人ではなく、斑でつくることで、教材に厚みができ、制作中や撮影中にいろいろな意

見をだし合ったので良いものができたと思う 。実習にも役立て られることがいくつもあ

ったし、「私が行った実育園ではこういう工夫をしていた j など良いことも聞けた。改

めて環境設定や準備、導入が難 しいこと がわかったが、 現場でも他の先生方に聞いたり

して良い制作ができるようにしていきたい固また、今回制作 した作品を今後の保育実習

でも試してみたいと息った

O自分だけで作るのではなく、 「みんなが見ているJr自分が説明をして楽しませなければ

いけないj という 心境になることによ って、「ど うしたら子どもが興味をも ってくれる

かJrどう説明したらわかりやすいかJなど、客観的にとらえることができた。笑顔や

声の大きさなども、自然 t意識できた

N ま と め

オりジナノレ映像教材の制作ではいかにして子どもに興味や関心をもたせるかが重
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要であるが、まずは自分自身が驚き喜ぶことによって、子どもも興味を抱いたり疑問に思

ったりできる ことを伝えようとした。子どもを自の前にすること で子どもが何に強く感動

し、おもしろいと感じるのかが理解できるようになる。ただし、子どもが今までにしてき

た活動やどのようなことに関心があるのかなどにもっと目を向けることが前提条件であ

る。今回の活動は造形活動の根幹を感じ取り、今後の学ぶべき課題を発見し、子ど

もと造形活動の楽しさをわかちあえる保育者に育つことを期待している。

指導計画では見通 Lと発達過程をふまえた長期的な計画(年開業 ・月案)と、

実態に即した短期的な計画(週案、日案)を立て、具体的にねらいと内容を設定

する[註 3J。目の前の子どもの発達段階、現在の興味の対象はどのようであるか、

造形活動をどのように共感 ・評価し、次につなげるのか、どのように提示するの

か。 これらは実際の子どもを前にして学べることである。オリジナノレ映像教材の

制作を補足し更に実践カを養うためには、実際の造形指導に近い形の模疑保育や

出前保育が必要である。

r 5. 玉大生の記述内容の整理」の (A) から (E) までの波線部分や (F)

にある仲間との協働 ・相E評価に記載された部分から、玉大生のやりがいや映像教材

制作を通して学んだことや今後の保育への抱負を読み取ることができる。また、

玉大でのオリジナノレ映像教材を長大生が鑑賞する段階においてもこれまでにない

大き な刺激となったことから、玉大の授業は玉大生が教材研究にじっ くり取り組

み、お もちゃの魅力を理解し、その魅カを子どもに伝えることが十分に達成され

たと評価できる。映像教材の制作が造形指導のイメージトレーニングとなる可能

性も認められる。ただ L、授業で多くの時間を割く必要があり、作品の精度を含

めて多くの課題が残る。なお、大学生どうしの交流 ・仲間との協働による映像教

材制作は造形を指導する保育者の資質向上に役立つことを確認できたが、その負

担が重いことは否定できない。

これから二大学問の連携を無理なく有意義に進めるためにはオリジナル映像教

材の制作における教育的意義を継承した「放送教育を活用したパネルシアター教

材の共同開発」を進め、 パネルシアター教材を使ったアートプログラムのコンテ

ストを実施したい。その活動は従来の活動よりも簡便であるので大幅な時間の短

縮が可能であり、しかも教育・保育現場で役立つスキノレの獲得を今以上に実現さ

せることが容易になると考える。

[註]

1 )中川泰・昆正子「映像教材を使ったアートプログラムの再考JW教育実践

総合センター紀要~ (長崎大学教育学部)第 9号， 2010年， pp.89'97. 
2 )昆正子・中川泰「学外における学生の表現活動と学びを傑る JW第 49回

大会研究発表論文集~ (全国保育士養成協議会)， 2010年， pp.240'241. 
3 )栂英子『保育をひらく造形表現』萌文書林， 2008年， p.102. 
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